
藤
野
恒
三
郎
（
ふ
じ
の
つ
れ
さ
ぶ
ろ
う
一
九
○
七
～
一
九
九
二
）
氏
は
、
約
七
カ
月
の
病
臥
の
あ
と
、
吹
田
市
の
阪
大
微
研
病
院
で
平
成
四

年
八
月
十
五
日
早
暁
、
胄
癌
で
死
亡
さ
れ
た
。
八
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

九
一
年
十
一
月
十
七
日
（
日
）
に
阪
大
病
院
で
行
わ
れ
た
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会
（
医
学
史
研
究
会
と
共
催
）
で
挨
拶
に
た
た
れ

た
氏
は
「
学
会
に
出
る
と
き
に
は
や
は
り
演
題
も
出
さ
な
い
と
…
．
：
」
と
い
う
出
だ
し
の
も
と
、
氏
独
特
の
口
調
・
展
開
に
よ
る
い
つ
も
と

変
わ
ら
ぬ
端
正
な
姿
で
、
聴
衆
を
惹
き
つ
け
ら
れ
た
。
そ
の
前
、
同
年
七
月
二
十
一
日
の
岐
阜
県
の
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
に
お
け
る
当や

約
五
年
間
、
軍
医
と
し
て
従
軍
さ
れ
た
ほ
か
は
大
阪
を
拠
点
と
さ
れ
た
。
氏
が
得
ら
れ
た
多
く
の
賞
の
中
に
大
阪
文
化
賞
と
い
う
の
が
あ
る

藤
野
恒
三
郎
氏
逝
く

長
門
谷

洋
治
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の
が
そ
の
こ
と
を
端
的
に
象
徴
し
て
い
る
。

藤
野
氏
の
業
績
の
最
大
の
も
の
が
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
の
発
見
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
発
端
は
一
九
五
○
年
（
昭
和
二
十
五

年
）
十
月
二
十
一
日
に
大
阪
市
の
南
部
か
ら
岸
和
田
市
に
か
け
て
発
生
し
た
「
シ
ラ
ス
中
毒
事
件
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
事
件
が
朝
日
新

聞
に
報
じ
ら
れ
た
の
は
二
十
三
日
、
藤
野
氏
の
も
と
へ
問
題
の
シ
ラ
ス
が
持
込
ま
れ
た
の
も
同
日
で
あ
っ
た
が
、
氏
は
三
日
後
の
二
十
六
日

に
は
早
く
も
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
（
当
初
は
別
名
）
を
発
見
し
て
い
る
。
細
菌
学
者
と
し
て
の
藤
野
氏
に
つ
い
て
は
、
語
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
多

く
の
人
が
お
ら
れ
る
が
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
つ
い
て
は
氏
自
ら
が
記
さ
れ
た
「
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
」
言
臨
床
科
学
』
認
巻
皿
号
、
一
九
九
一
）
が
詳

し
い
。
氏
が
亡
く
な
ら
れ
る
二
日
前
の
朝
日
新
聞
・
大
阪
版
・
家
庭
欄
に
も
「
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
繁
殖
の
季
節
食
中
毒
に
ご
用
心
」
の

記
事
が
あ
り
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
の
名
は
今
や
市
民
に
も
耳
な
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

☆

氏
の
歴
史
的
な
関
心
は
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
や
ミ
ヶ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
発
す
る
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
テ
ー
マ
の
一
に
大
阪
の
医
学
史
、

大
阪
細
菌
学
史
が
あ
っ
た
。
中
で
も
力
を
入
れ
ら
れ
た
の
が
適
塾
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
一
時
は
崩
れ
か
か
っ
て
い
た
適
塾
が
、
大
阪
の
み
な

ら
ず
わ
が
国
で
も
屈
指
の
蘭
学
史
・
医
学
史
上
の
遺
構
と
し
て
公
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
一
九
八
○
年
）
原
動
力
は
藤
野
氏
に
あ
っ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
氏
は
そ
の
祖
父
（
藤
野
升
八
郎
）
が
適
塾
の
門
下
生
と
い
う
特
別
の
き
ず
な
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
氏
は
洪
庵
の
曽
孫
・
緒
方
富
雄
氏
と
も
差
し
で
話
し
あ
う
こ
と
が
で
き
、
『
緒
方
洪
庵
の
て
が
み
』
（
菜
根
出
版
）
の
出
版
に
も
協
力

さ
れ
た
。
種
痘
史
に
関
心
を
も
た
れ
た
の
も
、
種
痘
事
業
の
推
薦
者
で
も
あ
っ
た
洪
庵
に
触
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
少
な
く
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

氏
の
医
史
学
者
と
し
て
の
資
質
は
同
じ
微
研
の
教
授
で
あ
っ
た
加
藤
四
郎
氏
の
ジ
ェ
ン
ナ
ー
研
究
な
ど
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
藤
野
氏
は

一
九
八
三
年
よ
り
本
九
二
年
ま
で
大
阪
大
学
医
学
部
同
窓
会
で
あ
る
学
友
会
の
理
事
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
医
学
部
の
大
阪
市
よ
り
吹
田
市
へ

の
移
転
に
伴
な
う
新
学
友
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
も
尽
痒
せ
ら
れ
た
と
洩
れ
聞
く
。

氏
の
父
の
弟
、
藤
野
厳
九
郎
は
東
北
大
学
医
学
部
の
前
身
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
の
解
剖
学
の
教
授
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
名
は
魯
迅
の
「
藤
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野
先
生
」
で
知
ら
れ
る
。
氏
が
学
者
と
し
て
立
つ
土
壌
は
早
く
よ
り
準
備
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
る

☆

氏
は
昭
和
四
十
年
頃
、
胄
癌
と
い
う
こ
と
で
冑
の
三
分
の
二
の
切
除
を
受
け
ら
れ
た
。
幸
い
に
も
こ
れ
は
胃
潰
瘍
で
あ
っ
た
。
氏
の
労
作

『
藤
野
・
日
本
細
菌
学
史
」
（
近
代
出
版
・
一
九
八
四
年
）
な
ど
は
い
ず
れ
も
そ
の
後
の
成
果
で
あ
る
。
し
か
し
二
度
の
奇
跡
は
つ
い
に
お
き
な

か
っ
た
。
（
大
阪
市
）
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